
「ありがとう」と「ごめんなさい」の言葉の力 

主幹教諭・教務主任 伊藤 夕子 

 「ありがとうございました。」 

バスを降りるとき、迷いのない声が響きました。入学して間もない新１年生の声です。小さな体から出たその一言は、驚く 

ほどはきはきとしていて、まるで特別なことでもないかのように自然でした。日頃から当たり前のように「ありがとう」を伝え 

ていることが、その一言からまっすぐに伝わってきました。 

 新年度が始まり、学校には子どもたちの元気な声があふれています。その中で改めて感じるのは、「言葉」がもつ大きな

力です。 

 「ありがとう」という言葉は、特別な場面だけで使うものではありません。友達に物を貸してもらったとき、手伝ってもらっ

たときなど、日常の何気ない場面で自然に伝えられることが大切です。 

先日、掃除の時間、薄暗い玄関で６年生が掃除をしていました。電気がついていなかったため、明かりをつけると、すぐに

「ありがとうございます！」と元気のよい声が返ってきました。その反応の早さと自然さに、感謝の言葉が日常の中にしっか

り根付いていることを感じ、うれしくなりました。 

１年生の素直な「ありがとう」、６年生の自然な「ありがとうございます」。学年は違っても、その一言には相手を思う気持

ちがあります。そして、その言葉は言われた相手の心も温かくし、やさしい気持ちを広げていきます。 

一方で、「ごめんなさい」という言葉も同じくらい大切です。例えば、廊下でうっかり友達にぶつかってしまったとき、「わざ

とじゃないもん」とそのままにしてしまうと、相手の心には小さなしこりが残ります。その小さなすれ違いが、やがて言い合い

やトラブルへと広がってしまうこともあります。しかし、その場ですぐに「ごめんなさい」と伝えることができれば、その一言で

気持ちはほどけ、関係は元に戻ります。ほんの一言が、関係の行き先を大きく変えるのです。 

「ありがとう」と「ごめんなさい」。どちらも、人と人とを結び、安心して過ごせる関係をつくるための大切な言葉です。こう

した言葉が自然に交わされる学校は、子どもたちにとって心地よく、安心できる場所になると考えています。 

学校では、学習だけでなく、このような心の育ちも大切にしています。日々の生活の中で、相手を思いやり、自分の気持ち

を言葉で伝えられる子どもを育てていきたいと思います。ご家庭でも、お子さんの「ありがとう」や「ごめんなさい」にぜひ目

を向けてみてください。また、大人同士が自然に感謝や謝意を伝え合う姿は、子どもたちにとって何よりのお手本となります。 

一人一人の小さな言葉の積み重ねが、相手を思いやる気持ちを育て、やがて学校全体に広がっていきます。思いやりの

あふれる学校づくりを、これからも大切にしていきたいと考えています。今年度もどうぞよろしくお願いいたします 

 

地域学校協働活動推進事業「手稲中央小☆こども未来応援団」 

札幌市が進めるこの事業は、保護者、NPO、企業、団体、地域住民や町内会等の参画を得て、学校を含む地

域全体で子どもたちの学びや成長を支えていこうという取組です。今年度は、「こどもまんなか社会の実現に

向け、地域総がかりで、子どもたちを支え、まちの活性化につなげる」というスローガンのもと、生活科や社

会科、総合的な学習の時間等において積極的に校外に出て学習できるように地域の方々に協力していただきま

す。「地域学校協働活動推進員」として様々な企画や実施に向けた調整を行ってくださる代表の駒ヶ嶺 智史さ

んをはじめ、多くの地域の皆様に協力していただきながら年間 25回の活動を予定しています。明日 5月 2日

には、今年度最初の活動として 5年生を対象とした走り方教室を実施し、A-bank所属アスリートの仁井有介

さんを講師として招いて「走り方のコツ」を教えていただきます。 

企画のお知らせは、学校便りや「すぐーる」などでお知らせしますので、保護者の皆様の参観やお手伝い（サ

ポート）など、積極的なご参加もお待ちしています。 
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５月の行事予定 
日 曜 行事 

1 金 
全校朝会＆児童会認証式    

5年走り方教室（3～4ｈ子ども未来応援団） 

2 土  

3 日 憲法記念日 

4 月 みどりの日 

5 火 こどもの日 

6 水 振替休日 

7 木 

個人懇談①(全学年通常 5時間授業)  

新聞紙回収週間  前期学校諸費引落日 

熱中症対策強化週間(～９月末) 

8 金 
個人懇談②(全学年通常 5時間授業) 

定時退勤日 

9 土   

10 日   

11 月 

個人懇談③(全学年通常 5時間授業) 

教育実習生着任式(TV朝会 8:40～) 

1年聴力検査 

12 火 

個人懇談④(全学年通常 5時間授業) 

2年聴力検査  

3年スズラン探索講義（3h子ども未来応援団） 

13 水 
個人懇談⑤(全学年通常 5時間授業) 

3年聴力検査 

14 木 
個人懇談⑥(全学年通常 5時間授業) 

5年聴力検査 

15 金 あすなろ 1235年聴力検査 

16 土   

17 日   

18 月 委員会② 6年選挙体験授業（2～4ｈ） 

19 火   

20 水 尿検査① 

21 木 
56年･あすなろ男子内科検診(1～4h) 

クラブ② 

22 金 
3年スズラン自然探索（2～４ｈ富丘西公園 子

ども未来応援団）  定時退勤日 

23 土   

24 日   

25 月   

26 火 児童表現交流会(中休み〜3h) 

27 水 児童表現交流会予備日 

28 木   

29 金 前日準備 

30 土 
運動発表 day    

クラフト作り（午後子ども未来応援団） 

31 日     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「定時退勤日」について 

SDGｓの視点や教職員の働き方などの意識
改革から、本校では月に２度、「定時退勤日」を
設けています。定時退勤日は、転送電話開始時
刻を 16時 4０分としております。（通常の転送
電話開始時刻は 17時です。）節電による環境へ
の配慮や長時間労働への取組等、趣旨をご理解
いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

～よろしくお願いします～ 

◎スクールカウンセラー（ＳＣ） 
瀧本 友子 先生 
子育ての悩み、学校での対人関係や子どもの生

活の様子等、心配なことを専門的な立場で聞いて
くださったり、一緒に考えてくださったりしま
す。相談を希望される方は、遠慮なく担当（山﨑）
までご連絡ください。  

◎開放図書館司書  
長谷川 史絵さん 山腰 かおるさん 
地域開放図書館として運営を支えてくださっ

ています。今年は月・水・金曜日に開放していま
す。保護者の皆様もぜひご利用ください。 

◎学びのサポーター  
齊藤 玲子先生  原田 敦子先生 
子どもたちの学びのお手伝いをしてくださる

先生です。（原田先生は相談支援パートナーも兼
務しています。） 

◎ＡＬＴ 
Gwladys Fannoukpe（グウラディス・ファヌークペ）先生  
（ベナン共和国 出身） 
３～６年生の外国語活動・外国語の学習で指導

していただきます。 

「安全なインターネット利用」のための 

保護者向け啓発コラム掲載について 

教育委員会が専門業者と連携し、小学校で活
用することができる児童及び保護者向け啓発
コラムを作成しました。「すぐーる」のタイム
ラインに掲載しますのでご覧ください。 
なお、本校でも情報モラルに関する指導を行

っていますが、お子さんがご家庭でインターネ
ット等を利用する際は、親子で約束事を確認
し、安全に利用できるようご配慮ください。 


